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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 25,258 22.2 2,635 － 2,534 － 1,956 －

2025年３月期 20,666 39.1 △176 － △146 － △146 －
(注) 包括利益 2026年３月期 1,948百万円( －％) 2025年３月期 △145百万円( －％)

１株当たり当期純
利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純

利益

自己資本当期純利
益率

総資産経常利益率
営業収益営業利益

率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 150.57 － 31.0 14.0 10.4

2025年３月期 △11.87 － △2.8 △1.0 △0.9
(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 2百万円 2025年３月期 0百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 21,370 7,931 35.4 575.80

2025年３月期 14,961 5,042 33.7 406.62
(参考) 自己資本 2026年３月期 7,569百万円 2025年３月期 5,042百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 1,012 △169 △158 3,432

2025年３月期 △58 △30 △831 2,747

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00 86 － 1.7

2026年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00 105 5.3 1.6

2027年３月期(予想) － 0.00 － － － －

2027年３月期の配当予想に関しましては未定とさせていただいておりますが、2028年３月期末を最終年度とする「中
期ビジョン2028」の期間中は、当社の配当性向は30％以上（但し電力ヘッジ取引等による影響額を考慮する）とし、
１株当たり７円の配当を下限とする期末配当年１回を基本方針としております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）
当社グループの事業の１つ、電力取引関連事業にて行っている電力取引について、電力先渡取引は時価評価の対象で
はありませんが、そのヘッジ目的で行う電力先物取引は時価評価の対象であり、損益の認識タイミングが異なること
から、業績予想が困難であります。四半期毎に作成している「決算補足説明資料」にて損益の認識タイミングを揃え
た場合について補足説明しております。また、その他参考情報として再生可能エネルギー関連事業の保有発電所の発
電状況を月次で開示しております。詳細は当社ウェブサイトをご参照ください。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 13,160,300株 2025年３月期 13,160,300株

② 期末自己株式数 2026年３月期 14,329株 2025年３月期 760,148株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 12,993,267株 2025年３月期 12,385,058株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 24,766 22.6 2,708 － 2,622 － 2,022 －

2025年３月期 20,208 40.2 △106 － △60 － 87 △79.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 155.65 －

2025年３月期 7.08 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 17,451 7,496 43.0 570.25

2025年３月期 11,814 5,392 45.6 434.89

(参考) 自己資本 2026年３月期 7,496百万円 2025年３月期 5,392百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、 （添付資料）8ページ「1.経営成績等
の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

（連結経営成績）

（単位：百万円）
2025年３月期
連結会計年度

2026年３月期
連結会計年度

増減
増減率
（％）

増減の主要因ほか

営業収益 20,666 25,258 4,591 22.2

①電力取引関連事業（+5,815）※２

②再生可能エネルギー関連事業（+183）

③小売事業（△1,263）

④ディーリング事業（+44）

営業費用 20,843 22,622 1,778 8.5電力仕入の増加（+1,670）

営業利益又は営業損失（△） △176 2,635 2,812 －

経常利益又は経常損失（△） △146 2,534 2,680 －
①前年同期間は投資有価証券売却益を計上（△151）
②違約金収入（+14）

特別利益 21 146 125 590.0
①前年度は訴訟損失引当金戻入額（△21）を計上

②投資有価証券売却益（+146）

特別損失 9 49 39 412.1貸倒引当金繰入額（+38）

税金等調整前当期純利益又は

税金等調整前当期純損失（△）
△134 2,631 2,765 －

法人税等合計（※１） 9 683 673 6,742.4
非支配株主に帰属する当期純利益
又は非支配株主に帰属する当期純

損失（△）
2 △8 △11 －

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純

損失（△）
△146 1,956 2,103 －

※１ 「法人税等合計」には、「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」を含みます。

※２ 当連結会計年度の営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による営業収益等への一時的な影響の内

容については、「セグメント毎の経営成績及び取り組み状況＜２ 電力取引関連事業＞」をご参照ください。

当社グループは、金融及び市場取引分野において創業以来培ってきたノウハウを活用し、総合エネルギー事業を

コアとした事業展開をしております。

当連結会計年度（2025年４月１日～2026年３月31日）における我が国の経済状況は、所得・雇用環境の改善など

を背景に緩やかな回復基調が継続しております。一方、物価上昇の長期化、米国の保護主義的な貿易政策、日中間

の緊張の高まりや中東情勢の行方等が、企業活動や市場心理に大きな影響を与えており、先行きには引き続き十分

な注視が必要な状況です。

このような中、当社グループは、2026年３月期から2028年３月期の３年を対象期間とする「中期ビジョン2028」

を策定し、発電事業者、小売電気事業者、電力需要家のあらゆるニーズに応える、「エネルギートータルソリュー

ションプロバイダー」を目指しております。財務面においては、資本コストや株価を意識した経営への取り組みと

してROIC管理を行い、事業ポートフォリオの見直しの実施や、株主資本コストの低下、IR活動の強化を通じてPBR１

倍超を目指しております。

当連結会計年度における経営成績は以下のとおりです。

営業収益は、電力取引関連事業における増収を背景に前年同期間比22.2%増加の増収となりました。損益面ではデ

ィーリング事業における事業撤退に向けた事業規模縮小と裁定取引の取引対象商品の大幅な価格変動等によるネガ

ティブな影響を受けたものの、イラン情勢の緊迫化による原油や天然ガス等の急騰を受け電力価格が急上昇したた

め、電力取引関連事業のヘッジポジションが大幅な収益計上となり、全体として営業利益、経常利益が拡大しまし

た。また、資本効率の向上と財務体質の強化を図るため、非上場有価証券を2025年７月に売却したことで、投資有

価証券売却益として146百万円を特別利益として計上いたしました。一方、2025年10月に電力取引関連事業の取引先

が民事再生手続きを開始したことに伴い、売掛債権等38百万円を貸倒引当金繰入額として特別損失を計上しており

ます。これらの結果、親会社株主に帰属する当期利益は1,956百万円となりました。

当連結会計年度における主なトピックスは以下のとおりです。

・ヒューリックプロパティソリューション株式会社との資本業務提携（2025年5月）

・電力仕入れにかかる資金のためのコミットメントライン契約を締結（2025年9月）

・東京証券取引所スタンダード市場における所属業種が「電気・ガス業」に変更（2025年10月）

・系統用蓄電所（北海道札幌市）完工、運用開始（2025年11月）
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・株式会社竹中工務店を引受人としたアストマックスえびの地熱株式会社の第三者割当増資を実施（2025年11月）

・次世代マネジメント体制への移行に向けた第一歩となる経営体制の再編（2026年3月）

セグメント毎の経営成績及び取り組み状況は次のとおりです。

（セグメント別営業収益・セグメント損益）

（単位：百万円）

営業収益 セグメント損益

2025年３月期
連結会計年度

2026年３月期
連結会計年度

増減
2025年３月期
連結会計年度

2026年３月期
連結会計年度

増減

再生可能エネルギー関連事業 739 928 189 135 △46 △182

電力取引関連事業（※１） 13,052 18,865 5,812 △101 2,846 2,947

小売事業 6,861 5,598 △1,263 158 72 △85

ディーリング事業 89 133 44 △231 △171 59

アセット・マネジメント事業（※２） 195 － △195 36 － △36

調整額 △272 △267 4 △144 △166 △22

当連結財務諸表計上額 20,666 25,258 4,591 △146 2,534 2,680

※１ 当連結会計年度の営業収益における電力取引関連事業に係るヘッジ目的で行う電力先物取引による営業収益等への一時的な影響の内

容については、「セグメント毎の経営成績及び取り組み状況＜２ 電力取引関連事業＞」をご参照ください。

※２ アセット・マネジメント事業は2025年３月31日をもって廃止いたしました。

※３ セグメント損益は、当連結会計年度の経常損益と調整を行っており、セグメント間の内部取引消去等の調整額が含まれております。

各事業に帰属する特別利益及び特別損失は含んでおりません。

＜１ 再生可能エネルギー関連事業＞

営業収益：928百万円（前年同期間比189百万円（25.6％）の増加）

セグメント損益：46百万円のセグメント損失（前年同期間は135百万円のセグメント利益）

太陽光発電所全体の売電収入は経済的出力抑制の影響を受けたものの前年同期間比増加しました。一方、セグメ

ント損益は、保険料の増額、系統用蓄電池事業における新規案件に向けた営業費用の先行発生、並びに地熱発電事

業における継続的な費用先行、加えて2026年３月期末までに見込んでいた系統用蓄電池事業の事業体制構築が翌年

度にずれ込んだことが影響し、セグメント損失となりました。なお、前年は当社で手掛けていた系統用蓄電池案件

のうち１件をエリア分散の観点から2024年12月に他社に譲渡し151百万円の営業外収益（投資有価証券売却益）を計

上していたため、前年比の差異が大きくなっております。

・CO ₂ 削減目標 ：2030年までに最大年間66,000トン（太陽光100MW相当）

・太陽光 ：発電事業13.1MW 、維持・運営管理（O&M事業）31.6MW、コーポレートPPA 計８か所

・系統用蓄電所：開発・維持管理：北海道札幌市で系統用蓄電所完工、運転開始（2025年11月）

・地熱 ：宮崎県えびの市で4.4MW計画、株式会社竹中工務店による当社子会社の増資引受（2025年11月）

当連結会計年度の主な動きは以下のとおりです。

（太陽光発電事業）

当社は既存太陽光発電事業において安定的な売電収入の確保を継続するとともに、リパワリングやFIP制度への

移行も含めた採算性向上の検討を進めております。2025年12月に低圧の太陽光発電所２件を取得し、当社グルー

プが保有する太陽光発電所の発電量は0.1MW増加し13.1MWとなりました。

なお、出力抑制等の発令が東京電力管轄内においても発出されるようになり、事業環境は変化しております。

（系統用蓄電池事業）

当社は大和エナジー・インフラ株式会社、芙蓉総合リース株式会社が主体となり共同で匿名組合出資する合同

会社DAXより、北海道札幌市内にて系統用蓄電池（定格出力50MW、定格容量100MWh）事業のオペレーターとして、

蓄電所の運営、維持・管理、AIを活用した需給調整や市場予測等の機能を活用した電力取引の業務を受託してお

ります。当該系統用蓄電所は2025年度に完工し、2025年11月1日付で運転を開始いたしました。

引き続き他のエリアでの展開も検討を進めており、幾つかの案件について具体的な事業化に向けて取り組みを

進めております。2026年３月期末までを見込んでいた１件は、2027年３月期第１四半期末までに事業体制の構築

が確立する見込みです。
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（地熱発電事業）

当社グループは2015年より宮崎県えびの市で地熱発電開発に着手し、掘削した４本の井戸で発電事業に必要な

能力を確認しました。一方、送配電事業者との連系は制度改正の影響で長期化し、全4.4MWの契約は2024年度に完

了しました。その間、許認可や工事契約等の準備を進めつつ、円安・物価高による建設費高騰を踏まえた体制の

再検討を行い、2025年11月には事業基盤強化と採算性向上を目的に、株式会社竹中工務店を引受人とするアスト

マックスえびの地熱株式会社の第三者割当増資を実施し、併せて事業計画の見直しを行っております。

今後は、追加調査を実施しつつ、追加の資本増強や資金調達、発電規模拡大の可能性等について検討を行い、

事業計画の進捗状況を確認してまいります。なお、上記第三者割当増資に伴い、匿名組合出資予定者である大和

エナジー・インフラ株式会社との匿名組合契約等は解除いたしました。

＜２ 電力取引関連事業＞

営業収益：18,865百万円（前年同期間比5,812百万円（44.5％）の増加）

セグメント損益：2,846百万円のセグメント利益（前年同期間は101百万円のセグメント損失）

ヘッジ目的で行う電力先物取引による一時的な影響を考慮した実質ベースでは、営業収益及びセグメント損益は

それぞれ上記数字から2,473百万円下方修正され、セグメント利益は373百万円となります。詳細は後段（ヘッジ目

的で行う電力先物取引による営業収益等への一時的な影響）および当社ホームページに掲載する決算短信の補足説

明資料にて補足説明しておりますので、ご参照ください。

2026年度及び2027年度を対象とする電力価格の長期固定化に関する受注は、堅調に推移いたしました。特に、

2026年３月に発生したイラン情勢の緊迫化を背景として現物売り注文が大幅に増加し、電力取引量及び営業収益は

いずれも前年同期間比で増加いたしました。

・電力卸売取引 ：小売電気事業者向け電力取引および電力小売顧客向け固定価格取引等による電力の提供

・業務代行サービス：AIを活用した需給管理ほか

・系統用蓄電所運用：アグリゲーターとして2025年11月より運用開始。アグリゲーター業務の拡大を図る

当連結会計年度の主な動きは以下のとおりです。

（系統用蓄電所運用）

系統用蓄電所の運用に必要となるAIアルゴリズムの開発とシステム構築を行い、AIを活用した市場予測を基に、

卸電力市場、需給調整市場、容量市場での取引を行います。2025年11月より北海道にて実運用を開始いたしまし

た。

（ヘッジ目的で行う電力先物取引による営業収益等への一時的な影響）

電力取引関連事業においては、電力現物先渡取引の価格変動リスクをヘッジする目的で電力先物取引を利用し

ております。電力現物先渡取引は受渡が完了した時点で損益を計上する一方、電力先物取引はデリバティブ取引

として時価評価を行い損益を計上しているため、電力現物先渡取引に係る損益と電力先物取引に係る損益の計上

時期が相違しております。

当連結会計年度における、電力現物先渡取引が当連結会計年度の受渡にもかかわらず前連結会計年度に計上さ

れた電力先物取引に係る損益と、電力現物先渡取引が当連結会計年度末を越えて受渡が行われるにもかかわらず

当連結会計年度に計上された電力先物取引の損益は差し引き+2,473百万円であり、当連結会計年度の損益を実質

的に押し上げる要因になっております。

なお、前年同期間の当該損益は104百万円であり、前年同期間の損益を実質的に押し下げる要因になっておりま

した。
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＜３ 小売事業＞

営業収益：5,598百万円（前年同期間比1,263百万円（18.4％）の減少）

セグメント損益：72百万円のセグメント利益（前年同期間比85百万円（54.1％）の減少）

容量拠出金単価が前年同期間と比較して大幅に減少した影響に加え、大口顧客への電力供給開始が2026年３月に

ずれ込んだことや、価格競争の激化に伴いマージンが圧縮されたためにより、営業収益及びセグメント利益はいず

れも前年同期間を下回る結果となりました。このような状況の中、収益の改善を図るべく、当社の強みである電力

トレーディングに関するノウハウを活用した電力プランの提案など、付加価値を高める取り組みを推進しておりま

す。

・特別高圧・高圧：請求単位の顧客数483件（前年末比△65件）、コミットメントライン40億円契約

・低圧 ：空室通電サービス開始、顧客数は緩やかな増加傾向

当連結会計年度の主な動きは以下のとおりです。

（電力小売事業）

特別高圧・高圧の電力市場では営業を強化し、個別対応や提案を通じて新規顧客の獲得を進めているものの、

2026年３月末の特別高圧・高圧の顧客数（請求単位）は前連結会計年度末比65件減少の483件となりました。

電力仕入に係る資金を安定的かつ機動的に調達することを目的にコミットメントライン契約を締結しておりま

すが、今回は主要行４行を含む６金融機関との間でコミットメント金額を10億円増額した総枠40億円の契約を

2025年９月に締結し、36百万円の資金調達費用を一時費用として計上いたしました。これは、足元では電力供給

量が前年同期間比減少しているものの、大口契約を見据えた増枠となります。

低圧市場については、販売代理店拡充の一環として、2025年５月より不動産賃貸管理会社向けに空室通電サー

ビスを開始し、顧客数は徐々に増加しております。

（ガス小売事業）

当事業は、取次元事業者の切り替えに伴い、2026年３月末をもって終了いたしました。

＜４ ディーリング事業＞

営業収益：133百万円（前年同期間比44百万円（49.7％）の増加）

セグメント損益：171百万円のセグメント損失（前年同期間は231百万円のセグメント損失）

前連結会計年度末に生じていた裁定取引対象商品における市場の歪みは、当連結会計年度末時点に向けて縮小傾

向となりましたが、営業費用を賄うことはできず、セグメント損失となりました。

当事業では、国内外の主要取引所において商品先物を中心に、株価指数等の金融先物を取引対象とした自己勘定

による裁定取引を主に行っておりますが、2025年５月に開示のとおり、事業間のシナジーや投下資本効率を改めて

検討した結果、2027年３月期末までの廃止に向け段階的に規模を縮小しております。あわせて、トレーディングお

よびリスク管理のノウハウを電力取引関連事業へ移管し、同事業における差別化の強化に取り組んでおります。

上記、セグメント損益は当連結会計年度の経常損益と調整を行っており、セグメント間の内部取引消去等の調整

額が含まれております。
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① 営業成績の内訳

当連結会計年度における営業収益実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当連結会計年度

(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)
前年同期比(％)

再生可能エネルギー関連事業 (千円) 850,867 27.6

電力取引関連事業 (千円) 18,670,688 45.2

小売事業 (千円) 5,595,546 △18.4

ディーリング事業 (千円) 133,880 49.7

その他の営業収益 (千円) 7,363 －

合 計 (千円) 25,258,346 22.2

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。
２ 当社グループの事業は生産・受注といった区分が困難であるため、「生産・受注及び販売の状況」に代わり

「営業収益の状況」を記載しております。また、同様の理由で「主な相手先別の販売実績及び当該販売実績
の総販売実績に対する割合」について記載をしておりません。

② 太陽光発電所発電量実績〔再生可能エネルギー関連事業〕

以下の表は、当社グループが保有する太陽光発電所の発電実績を示したものです。

発電所数
パネル出力
（MW）

発電量（kWh)
（調整量を含む）

オンライン
代理制御（注２)
調整電力量(kWh）

CO2削減効果
（kg-CO2）

(調整量含）（注１)

2025年4月 5 13.0 1,205,564 △333,832 663,060

5月 5 13.0 1,210,761 △287,958 665,919

6月 5 13.0 1,296,791 △33,947 713,235

7月 5 13.0 1,787,709 0 983,240

8月 5 13.0 1,518,784 17 835,331

9月 5 13.0 1,248,322 191 686,577

10月 5 13.0 1,126,573 0 619,615

11月 5 13.0 965,322 △54,024 530,927

12月 7 13.1 938,910 0 516,401

2026年1月 7 13.1 1,074,107 △17,150 590,759

2月 7 13.1 1,039,650 571,808

3月 7 13.1 1,545,784 850,181

合計 - - 14,958,277 △726,703 8,227,052

(注) １ 環境省の制定する「CO2削減効果算定マニュアル」に基づき算出しています。
CO2排出係数（代替値）：0.55kg-CO2/kWh

(注) ２．オンライン代理制御とは、オンライン制御事業者がオフライン制御事業者の代わりに出力制御を行い、オフ
ライン制御事業者がオンライン事業者に対価を支払う経済的出力制御のこと。オンライン代理制御による調
整電力量はおよそ３か月後に判明します。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度における総資産は、主に差入保証金の増加（4,047百万円）、自己先物取引差金の増加（1,624百

万円）現金及び預金の増加（684百万円）等により、21,370百万円（前年同期比42.8％増）となりました。

負債は、主に自己先物取引差金の増加（3,887百万円）、未払法人税等の増加（719百万円）等により、13,439百

万円（前年同期比35.5％増）となりました。

純資産は、主に利益剰余金の増加（1,869百万円）、資本剰余金の増加（459百万円）、非支配株主持分の増加

（361百万円）等により、7,931百万円（前年同期比57.3％増）となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、3,432百万円（前年同期間比24.9％増）となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、主として税金等調整前当期純利益（2,631百万円）、自己先物取引差金の

増減額（2,262百万円）、差入保証金の増減額（△4,047百万円）等により、1,012百万円（前年同期は△58百万円）

となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定資産の取得による支出（△386百万円）、投資有価証券

の売却による収入（276百万円）等により、△169百万円（前年同期は△30百万円）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主として非支配株主からの払込みによる収入（860百万円）、短期借入金

の返済による支出（短期借入れによる収入との純額は△883百万円）、長期借入金の返済による支出（長期借入れに

よる収入との純額は△174百万円）等により、△158百万円（前年同期は△831百万円）となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 （％） 42.7 40.2 38.0 33.7 35.4

時価ベースの自己資本比率
（％）

26.2 23.1 22.6 21.6 14.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 （％）

△806.7 1,385.3 681.6 △7,349.2 301.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ （倍）

△7.6 4.5 10.0 △0.7 13.6

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

①いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

②株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

③キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

④有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としていま

す。
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（４）今後の見通し

当社グループは、2025年５月に策定した「中期ビジョン2028」において、「総合エネルギー事業会社」へさらに

もう一段シフトアップし、発電事業者、小売電気事業者、電力需要家のあらゆるニーズに応える、「エネルギート

ータルソリューションプロバイダー」を目指し、事業・財務・非財務の戦略の三位一体推進により、事業の持続的

成長と安定的な運営の実現に向けて取り組んでおります。資本コストや株価を意識した事業運営を行い、電力事業

に関わる一事業者として、国の第７次エネルギー基本計画や電力システム改革の課題を解決すべく、良質な環境価

値を生み出すベースロード電源である地熱発電の開発や大規模系統用蓄電所におけるAIを活用した市場予測等に基

づく各種市場での取引業務、環境価値（再エネ価値）の取り扱いの拡大等を進め、顧客目線での付加価値に繋がる

「なくてはならないビジネスパートナー」を目指します。

各事業の見通しは以下のとおりです。

＜総合エネルギー事業＞

再生可能エネルギー関連事業では、「持続可能な開発目標（SDGs）」や国のエネルギー基本計画に鑑み、2030年

までに最大年間66,000トン（太陽光発電100MW相当）のCO2削減を目指しております。稼動済み発電所に加え2025年

12月には0.2MWの太陽光発電所を取得し、それらの売電収入や発電所の維持管理（O＆M事業）による安定収益を確保

し、地熱発電を含む新規の発電設備の開発等に取り組んでおります。また、パートナー企業との協業を通じて系統

用蓄電池の開発やFIP転＋併設蓄電池への転換、PPA（需要家と発電事業者が長期間の電力購入契約（Power

Purchase Agreement）を締結することで、初期投資不要で太陽光設備等を導入利用できるもの。）等のプロジェク

トを推進することにより再生可能エネルギー分野の発展に寄与してまいります。

宮崎県尾八重野地域において開発中の地熱発電事業は、調査段階を経て、追加容量を含めた全4.4MWの連系契約に

はかなり時間を要したものの前連結会計年度に完了いたしました。昨今の物価上昇等による建設コストの増加等に

伴い、子会社は新たな事業パートナーに対して第三者割当増資を2025年11月に実施し、追加調査等を進め、現在は

最適なプロジェクト推進体制の見直しを行っております。

系統用蓄電池事業の取り組みの第１弾である北海道札幌市新川の案件は、2025年11月に運転開始となり、当社は

運転開始までの管理と、運転開始後はAIを活用した市場予測等に基づき、卸電力市場や需給調整市場、容量市場で

の取引を実施しております。系統用蓄電池については、他のエリアでの展開も検討しており、幾つかの案件につい

て具体的に事業化に向けて取り組みを進めております。

小売事業では、2024年４月から容量拠出金制度が開始する等変化が多い事業環境ですが、特別高圧及び高圧の法

人顧客に対して、当社の電力トレーディングに関するノウハウを活用した電力プランの提案に注力する等、収益改

善に向けた取り組みを進めるとともに、事業規模の拡大に努めます。

電力取引関連事業では、小売電気事業者向けの業務代行の受託に加え、顧客の多様な電力調達ニーズに対応する

ため電力の仕入・販売に注力してきた結果、収益基盤の強化が進んできております。

電力取引に関する事業を取り巻く環境は、取引参加者が増加したことによるマージンの低下傾向が見られ事業環

境は厳しくなりつつありますが、サービスの質の向上やコストの見直し等の対策を講じ、収益の改善につとめてま

いります。

業務代行ではAIを用いた需要予測等サービスの質の高さと独自のネットワークを駆使し、一層の収益力の拡大と

事業基盤の強化及び安定した顧客基盤の拡充を目指してまいります。

さらに、系統用蓄電所の運転開始に伴い、当事業では、2026年4月より需給運用・管理部門を独立させ、蓄電池の

アグリゲーション業務や業務代行サービスの内AIを用いた需要予測等、電力の需給運用や管理に関する業務の強化

に図ってまいります。

一方、「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況 ＜２ 電力取引関連事業＞」に記載のとおり、電力

現物先渡取引に対するヘッジ目的の取引の損益が同一の会計期間で認識されない影響が2022年３月期以降大きくな

っており、会計上の連結財務諸表は電力市場の影響を直接受けます。
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＜ディーリング事業＞

ディーリング事業は、創業以来、当社グループの収益を支える主力事業として取り組んでまいりましたが、近年

は、取引市場規模は従来に比べ縮小傾向にあり、取引にかかるコストも海外を中心に年々上昇しております。その

ため、事業間のシナジーや投下資本の効率等を改めて検討した結果、2027年３月期末を目途に段階的に規模を縮小

し、そのノウハウを電力取引に移行した上で最終的に廃止することを決定いたしました。当事業で培った様々なト

レーディングに関するノウハウは電力取引関連事業の礎になっており、取引に関する専門知識や経験等のノウハウ

を確実に継承してまいります。

「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況 ＜２ 電力取引関連事業＞」に記載のとおり、電力現物先

渡取引に対するヘッジ目的の取引の損益が同一の会計期間で認識されない影響が2022年３月期以降大きくなってお

り、会計上連結財務諸表は電力市場の影響を直接受けるため、業績予想が困難であります。

会社業績については四半期毎の決算開示に集約させていただき、その他参考情報として再生可能エネルギー関連

事業の保有発電所の発電状況を月次で開示しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

国内の同業他社の国際会計基準の適用動向及び外国人株主比率の推移を踏まえ検討した結果、当面は日本基準に

基づき連結財務諸表を作成する方針です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,747,397 3,432,324

営業未収入金 1,597,741 1,786,123

商品及び製品 14,085 14,085

リース債権及びリース投資資産 270,693 242,743

差入保証金 3,704,745 7,752,662

自己先物取引差金 93,422 1,717,930

その他 210,462 225,290

貸倒引当金 △14,037 △14,768

流動資産合計 8,624,511 15,156,392

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 534,579 534,531

減価償却累計額 △337,722 △367,714

建物及び構築物（純額） 196,857 166,817

機械及び装置 4,427,667 4,451,483

減価償却累計額 △2,019,365 △2,281,000

機械及び装置（純額） 2,408,302 2,170,482

車両運搬具 1,840 1,840

減価償却累計額 △1,559 △1,639

車両運搬具（純額） 280 200

器具及び備品 47,513 50,230

減価償却累計額 △39,512 △37,709

器具及び備品（純額） 8,000 12,520

土地 492,744 493,134

建設仮勘定 2,653,325 2,878,673

有形固定資産合計 5,759,510 5,721,830

無形固定資産

その他 38,466 24,687

無形固定資産合計 38,466 24,687

投資その他の資産

投資有価証券 447,223 363,058

出資金 40,277 42,701

繰延税金資産 - 2,732

長期差入保証金 33,021 35,849

その他 16,530 60,170

貸倒引当金 - △38,018

投資その他の資産合計 537,053 466,495

固定資産合計 6,335,030 6,213,013

繰延資産

開業費 20 12

社債発行費 1,991 1,035

繰延資産合計 2,011 1,048

資産合計 14,961,553 21,370,454
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 813,657 730,028

短期借入金 908,650 24,990

短期社債 700,000 -

１年内返済予定の長期借入金 394,110 354,416

１年内償還予定の社債 30,000 720,000

１年内返還予定の預り保証金 673,907 630,116

自己先物取引差金 1,508,615 5,395,926

リース債務 5,300 5,300

未払金 210,881 226,867

未払費用 27,499 26,895

未払法人税等 13,395 733,282

賞与引当金 29,989 25,584

インセンティブ給引当金 15,719 11,083

その他 354,907 486,439

流動負債合計 5,686,634 9,370,930

固定負債

社債 40,000 20,000

長期借入金 2,178,812 2,044,396

リース債務 12,808 7,508

繰延税金負債 19,021 -

修繕引当金 112,746 134,259

製品保証引当金 1,851 1,851

資産除去債務 260,473 263,120

長期預り金 1,497,972 1,497,972

その他 109,138 99,215

固定負債合計 4,232,826 4,068,324

負債合計 9,919,460 13,439,255

純資産の部

株主資本

資本金 2,013,545 2,013,545

資本剰余金 2,742,305 3,201,733

利益剰余金 487,698 2,357,253

自己株式 △201,812 △3,704

株主資本合計 5,041,737 7,568,827

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 355 678

その他の包括利益累計額合計 355 678

非支配株主持分 - 361,692

純資産合計 5,042,093 7,931,199

負債純資産合計 14,961,553 21,370,454
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業収益

再生可能エネルギー関連事業収益 666,982 850,867

電力取引関連事業収益 12,855,672 18,670,688

小売事業収益 6,858,921 5,595,546

アセット・マネジメント事業収益 195,661 -

ディーリング事業収益 89,441 133,880

その他の営業収益 - 7,363

営業収益合計 20,666,678 25,258,346

営業費用 20,843,397 22,622,353

営業利益又は営業損失（△） △176,718 2,635,992

営業外収益

受取配当金 2,200 10,750

持分法による投資利益 886 2,462

受取保険金 14,228 58

補助金収入 201 -

違約金収入 - 14,892

投資有価証券売却益 151,255 -

その他 1,703 6,096

営業外収益合計 170,474 34,259

営業外費用

支払利息 82,279 77,527

資金調達費用 28,923 38,000

支払保証料 19,685 9,855

その他 8,919 10,388

営業外費用合計 139,807 135,771

経常利益又は経常損失（△） △146,051 2,534,481

特別利益

投資有価証券売却益 - 146,210

訴訟損失引当金戻入額 21,190 -

特別利益合計 21,190 146,210

特別損失

貸倒引当金繰入額 - 38,018

子会社株式売却損 9,685 -

和解金 - 11,579

特別損失合計 9,685 49,598

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△134,546 2,631,093

法人税、住民税及び事業税 6,914 705,180

法人税等調整額 3,071 △21,896

法人税等合計 9,986 683,283

当期純利益又は当期純損失（△） △144,532 1,947,809

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

2,462 △8,546

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△146,994 1,956,355



アストマックス株式会社(7162) 2026年３月期 決算短信

13

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △144,532 1,947,809

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △929 322

その他の包括利益合計 △929 322

包括利益 △145,461 1,948,132

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △147,923 1,956,678

非支配株主に係る包括利益 2,462 △8,546
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 2,013,545 2,905,443 721,161 △214,445 5,425,705 1,285 1,285 541,628 5,968,619

当期変動額

剰余金の配当 △86,468 △86,468 △86,468

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△146,994 △146,994 △146,994

自己株式の処分 △1,377 12,633 11,255 11,255

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△161,761 △161,761 △161,761

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△929 △929 △541,628 △542,558

当期変動額合計 - △163,138 △233,463 12,633 △383,968 △929 △929 △541,628 △926,526

当期末残高 2,013,545 2,742,305 487,698 △201,812 5,041,737 355 355 - 5,042,093
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高 2,013,545 2,742,305 487,698 △201,812 5,041,737 355 355 - 5,042,093

当期変動額

剰余金の配当 △86,801 △86,801 △86,801

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,956,355 1,956,355 1,956,355

自己株式の取得 △231 △231 △231

自己株式の処分 △30,333 198,339 168,005 168,005

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

489,761 489,761 370,238 860,000

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

322 322 △8,546 △8,223

当期変動額合計 - 459,427 1,869,554 198,107 2,527,090 322 322 361,692 2,889,105

当期末残高 2,013,545 3,201,733 2,357,253 △3,704 7,568,827 678 678 361,692 7,931,199
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△134,546 2,631,093

減価償却費 313,237 320,617

賞与引当金の増減額（△は減少） △273 △4,404

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △23,000 -

インセンティブ給引当金の増減額（△は減少） △3,126 △4,635

受取利息及び受取配当金 △2,616 △11,989

支払利息 82,279 77,527

持分法による投資損益（△は益） △886 △2,462

投資有価証券売却損益（△は益） △151,255 △146,210

関係会社株式売却損益（△は益） 9,685 -

差入保証金の増減額（△は増加） △1,464,554 △4,047,917

未収入金の増減額（△は増加） △449,533 △349,478

未収消費税等の増減額（△は増加） 6,458 58,985

未払消費税等の増減額（△は減少） △64,616 129,277

未払金の増減額（△は減少） 416,357 93,399

未払費用の増減額（△は減少） 602 107

預り金の増減額（△は減少） △2,571 △3,492

長期預り金の増減額（△は減少） 4,630 -

預り保証金の増減額（△は減少） 154,834 △52,541

自己先物取引差金（借方）の増減額（△は増
加）

1,365,216 2,262,803

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は
増加）

27,084 27,949

リース債務の増減額（△は減少） △5,300 △5,300

その他 54,247 83,799

小計 132,353 1,057,129

利息及び配当金の受取額 2,610 11,980

利息の支払額 △83,941 △76,976

法人税等の支払額 △110,604 △23,902

法人税等の還付額 1,484 43,901

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,097 1,012,132
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △14,419 △49,200

投資有価証券の売却による収入 450,000 276,980

投資有価証券の償還による収入 55,406 284

有形固定資産の取得による支出 △403,831 △386,113

無形固定資産の取得による支出 △13,869 △3,996

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△101,194 -

その他 △2,510 △7,079

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,418 △169,124

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,821,523 4,944,429

短期借入金の返済による支出 △6,956,629 △5,828,089

長期借入れによる収入 760,000 220,000

長期借入金の返済による支出 △324,092 △394,110

社債の発行による収入 700,000 700,000

社債の償還による支出 △1,040,000 △730,000

自己株式の処分による収入 - 156,100

配当金の支払額 △86,190 △86,414

非支配株主への配当金の支払額 △79,156 -

非支配株主からの払込みによる収入 - 860,000

非支配株主への払戻による支出 △626,695 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △831,240 △158,084

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △919,756 684,927

現金及び現金同等物の期首残高 3,667,154 2,747,397

現金及び現金同等物の期末残高 2,747,397 3,432,324
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数： 6社（前連結会計年度 6社）

連結子会社の名称： アストマックスえびの地熱株式会社

アストマックス・エネルギー株式会社

株式会社八戸八太郎山ソーラーパークSouth(匿名組合)

合同会社あくとソーラーパーク(匿名組合)

くまもとんソーラープロジェクト株式会社(匿名組合)

合同会社GreenPower(匿名組合)

２ 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社の数及び主要な会社等の名称

持分法を適用した関連会社の数 2社

関連会社の名称 合同会社新川

合同会社ACE(匿名組合)

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

報告セグメントの決定方法

当社企業グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

再生可能エネルギー関連事業では、設備売却を含む再生可能エネルギー等を利用した発電及び電気の供給に関す

る事業を行っております。

電力取引関連事業では、小売電気事業者への電力取引の提供、需給管理業務を中心とした業務代行サービスの提

供を行っております。

小売事業では、特別高圧・高圧市場の顧客へ電力販売を行い、連結子会社では個人を中心とする低圧市場の顧客

へ電力とガスの販売を行っております。

アセット・マネジメント事業では、当社と連結子会社が推進し、学校法人東京理科大学が主に出資する大学発ベ

ンチャーキャピタルファンドの営業者としてファンド運営業務等を行っておりました。

ディーリング事業では、OSE、TOCOM、CME、ICE、INE等、国内外の主要取引所において商品先物を中心に、株価

指数等の金融先物を取引対象とした自己勘定取引を行っております。

２ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理方法と概ね

同一であります。

報告セグメントの利益又は損失は、経常利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部営業収益及び

振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントの変更に関する事項

前連結会計年度末において、アセット・マネジメント事業を担っておりましたAFM株式会社（旧：アストマック

ス・ファンド・マネジメント株式会社）を連結の範囲から除外したため、当連結会計年度より「アセット・マネ

ジメント事業」の区分を廃止しております。
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４ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

再生可能

エネルギー

関連事業

電力取引

関連事業

小売

事業

アセット・

マネジメント

事業

ディーリング

事業
合計

営業収益

外部顧客への

営業収益
666,982 12,855,672 6,858,921 195,661 89,441 20,666,678

セグメント間の

内部営業収益

又は振替高

72,412 196,916 2,886 － － 272,215

計 739,395 13,052,589 6,861,807 195,661 89,441 20,938,894

セグメント利益

又は損失(△)
135,696 △101,010 158,452 36,565 △231,480 △1,776

その他の項目

減価償却費 290,050 553 14,246 － 20 304,871

受取利息 226 － 139 － － 365

支払利息 36,336 1,338 16,164 － 27,204 81,044

持分法による

投資利益
886 － － － － 886

特別利益 － － 21,190 － － 21,190

（訴訟損失引当金

戻入額）
－ － 21,190 － － 21,190

特別損失 － － － 9,685 － 9,685

（子会社株式売却

損）
－ － － 9,685 － 9,685

(単位：千円)

調整額

連結財務

諸表

計上額

営業収益

外部顧客への

営業収益
－ 20,666,678

セグメント間の

内部営業収益

又は振替高

△272,215 －

計 △272,215 20,666,678

セグメント利益

又は損失(△)
△144,275 △146,051

その他の項目

減価償却費 8,366 313,237

受取利息 50 415

支払利息 1,234 82,279

持分法による

投資利益
－ 886

特別利益 － 21,190

（訴訟損失引当金

戻入額）
－ 21,190

特別損失 － 9,685

（子会社株式売却

損）
－ 9,685



アストマックス株式会社(7162) 2026年３月期 決算短信

20

(注) １ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

２ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額 △144,275千円には、セグメント間取引消去 10,800千円、全社収益

6,450千円及び全社費用 △161,525千円が含まれております。全社収益及び全社費用は、各報告セグメント

に帰属しない親会社の収益及び費用であり、各報告セグメントに配分していない金額であります。

(2) 減価償却費の調整額 8,366千円は、各報告セグメントに帰属しない親会社に係る金額であります。

(3) 受取利息の調整額 50千円には、セグメント間取引消去 △6,163千円及び各報告セグメントに帰属しない親

会社に係る金額 6,213千円が含まれております。

(4) 支払利息の調整額 1,234千円には、セグメント間取引消去 △6,163千円及び各報告セグメントに帰属しな

い親会社に係る金額 7,397千円が含まれております。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

再生可能

エネルギー

関連事業

電力取引

関連事業

小売

事業

ディーリング

事業
合計

営業収益

外部顧客への

営業収益
850,867 18,670,688 5,595,546 133,880 25,250,982

セグメント間の

内部営業収益

又は振替高

77,842 194,560 2,682 － 275,084

計 928,709 18,865,248 5,598,228 133,880 25,526,067

セグメント利益

又は損失(△)
△46,615 2,846,628 72,755 △171,998 2,700,769

その他の項目

減価償却費 291,795 965 14,522 20 307,304

受取利息 830 － 128 － 959

支払利息 46,503 1,603 14,210 17,876 80,194

持分法による

投資利益
2,462 － － － 2,462

特別利益 65,781 80,429 － － 146,210

（投資有価証券

売却益）
65,781 80,429 － － 146,210

特別損失 11,579 38,018 － － 49,598

（貸倒引当金

繰入額）
－ 38,018 － － 38,018

（和解金） 11,579 － － － 11,579

(単位：千円)

調整額

連結財務

諸表

計上額

営業収益

外部顧客への

営業収益
7,363 25,258,346

セグメント間の

内部営業収益

又は振替高

△275,084 －

計 △267,721 25,258,346

セグメント利益

又は損失(△)
△166,288 2,534,481

その他の項目

減価償却費 13,313 320,617

受取利息 279 1,238

支払利息 △2,667 77,527

持分法による

投資利益
－ 2,462

特別利益 － 146,210

（投資有価証券

売却益）
－ 146,210

特別損失 － 49,598

（貸倒引当金

繰入額）
－ 38,018

（和解金） － 11,579
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(注) １ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) 外部顧客への営業収益の調整額7,363千円は、各報告セグメントに帰属しない親会社の収益であり、各報告

セグメントに配分していない金額であります。

(2) セグメント利益又は損失(△)の調整額 △166,288千円には、セグメント間取引消去 10,800千円、全社収益

21,432千円及び全社費用 △198,520千円が含まれております。全社収益及び全社費用は、各報告セグメン

トに帰属しない親会社の収益及び費用であり、各報告セグメントに配分していない金額であります。

(3) 減価償却費の調整額 13,313千円は、各報告セグメントに帰属しない親会社に係る金額であります。

(4) 受取利息の調整額 279千円には、セグメント間取引消去 △12,264千円及び各報告セグメントに帰属しない

親会社に係る金額 12,543千円が含まれております。

(5) 支払利息の調整額 △2,667千円には、セグメント間取引消去 △12,264千円及び各報告セグメントに帰属し

ない親会社に係る金額 9,596千円が含まれております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 営業収益

① ディーリング事業における営業収益

(単位：千円)

日本 海外 合計

△108,640 198,082 89,441

(注) 同事業の営業収益は、国内外の裁定取引等を行うディーリング事業から生じたものであり、ディーリング事業

については、特定の国または地域における事業から収益を獲得している取引ではありません。

また、発注先が海外である先物取引等から発生する営業収益を海外の区分として記載しております。

② アセット・マネジメント事業における営業収益

(単位：千円)

日本 海外 合計

195,661 － 195,661

(注) 営業収益の地域区分は、契約相手方の所在地（ファンドの場合は組成地）を基礎として分類しております。

③ 再生可能エネルギー関連事業における営業収益

本邦以外の外部顧客への営業収益がないため、該当事項はありません。

④ 電力取引関連事業における営業収益

(単位：千円)

日本 海外 合計

12,849,412 6,260 12,855,672

(注) 同事業の海外営業収益は、燃料価格の変動をヘッジする目的で、原油先物の取引を行っておりますが、特定の

国または地域における事業から収益を獲得している取引ではありません。

また、発注先が海外である先物取引等から発生する営業収益を海外の区分として記載しております。

⑤ 小売事業における営業収益

本邦以外の外部顧客への営業収益がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

A社 4,660,059 電力取引関連事業
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 営業収益

① ディーリング事業における営業収益

(単位：千円)

日本 海外 合計

7,372 126,508 133,880

(注) 同事業の営業収益は、国内外の裁定取引等を行うディーリング事業から生じたものであり、ディーリング事業

については、特定の国または地域における事業から収益を獲得している取引ではありません。

また、発注先が海外である先物取引等から発生する営業収益を海外の区分として記載しております。

② 再生可能エネルギー関連事業における営業収益

本邦以外の外部顧客への営業収益がないため、該当事項はありません。

③ 電力取引関連事業における営業収益

(単位：千円)

日本 海外 合計

16,616,098 2,054,589 18,670,688

(注) 同事業の海外営業収益は、燃料価格の変動をヘッジする目的で、原油先物の取引を行っておりますが、特定の

国または地域における事業から収益を獲得している取引ではありません。

また、発注先が海外である先物取引等から発生する営業収益を海外の区分として記載しております。

④ 小売事業における営業収益

本邦以外の外部顧客への営業収益がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

A社 5,136,952 電力取引関連事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

該当事項はありません

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 406.62円 575.80円

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額(△)

△11.87円 150.57円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

－円 －円

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)

△146,994 1,956,355

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)

△146,994 1,956,355

普通株式の期中平均株式数(株) 12,385,058 12,993,267

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,042,093 7,931,199

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － 361,692

(うち非支配株主持分)(千円) (－) (361,692)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 5,042,093 7,569,506

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

12,400,152 13,145,971

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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